
構成議員の多い会派順

主に、施政方針・教育方針・新年度予算に関すること。

会派代表質問（３月定例会のみ） 一般質問

会派の代表者（会長・代表などには限定しない。）

答弁を含めず１人５０分以内（再質問を含む。）

質問通告の際に、くじを引き、順番を決定。

行政全般に関すること。

議員だれでも質 問 者

質 問 内 容

質問時間制限

質問の順番

今回の
テーマ 会派代表質問と一般質問の違いって何？なるほど！

ギカイ！

第40号 平成27年／2015  5月1日発行

平成２７年 第１回市議会定例会（３月）

P02
P06
P10
P 1 1
P15
P16
P 1 7
P18

定例会概要

委員会審査報告

第１回臨時会（１月）議長交際費

会派代表質問

行政視察受入状況

一般質問

行政視察報告  林活議連活動報告

市民の声  表紙説明  編集後記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記ポスター部門　銅賞

「魚がすめる川にしよう！」
梅津心寧さん（東由利小５年）

ポスター部門　金賞
「きれいな川にゴミすてはだめ!!」
伊藤柚香さん（岩谷小４年）

ポスター部門　銀賞
「川をきれいにしよう！」

阿部瑞輝さん（東由利小５年）

■
委

員

長

　
湊

　
　
　
貴

　
信

■
副
委
員
長

　
佐

　
藤

　
　
　
徹

■
委

　
　
員

　
三

　
浦

　
秀

　
雄

　
　
　
　
　
　
伊

　
藤

　
岩

　
夫

　
　
　
　
　
　
今

　
野

　
英

　
元

　
　
　
　
　
　
佐
々
木

　
隆

　
一

　
　
　
　
　
　
渡

　
部

　
専

　
一

■
委

員

長

　
湊

　
　
　
貴

　
信

■
副
委
員
長

　
佐

　
藤

　
　
　
徹

■
委

　
　
員

　
三

　
浦

　
秀

　
雄

　
　
　
　
　
　
伊

　
藤

　
岩

　
夫

　
　
　
　
　
　
今

　
野

　
英

　
元

　
　
　
　
　
　
佐
々
木

　
隆

　
一

　
　
　
　
　
　
渡

　
部

　
専

　
一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　芋川の自然観察会で川について
勉強しました。川のまわりのくさ
はらにごみを捨てると川も汚くな
るので、生き物がいるきれいな川
になるよう、ごみすてはだめ!!と伝
えました。金賞がとれると思わな
かったので、びっくりしています。

★画題「川をきれいにしよう！」

　阿部　瑞輝さん（東由利小５年）
あ　　べ みずき

　魚の気持ちを考えて、魚が笑っ
たり、そこにいるだけで楽しくな
るような川を表現することを頑張
りました｡ごみが流れてこない、
魚が住みやすいきれいな川になる
といいなと思っています。

★画題「魚がすめる川にしよう！」

　梅津　心寧さん（東由利小５年）
うめつ ここね

　油やごみを捨てない川にした
いです。魚が生き生きと川を泳
ぐ様子を、色を工夫し、表現す
ることを頑張りました｡

★画題
　　「きれいな川にゴミすてはだめ！！」

　伊藤　柚香さん（岩谷小４年）
いとう ゆ　　か

表紙説明

　神奈川県から西目町に来て３０年を過ぎます。

　子供を育てるのにとても良い環境で、遊び、学

び、子育ても終わりました。

　自然にあふれたここで、老後を過ごしてゆくため

に、自分の健康は自分で守ることからはじめます。

誰しも健康で長生きしたいと願っているはずです。

栄養、運動、休養をしっかりと取り、特に、栄養につ

いては、高血圧にならない為に、しょっぱいものは

減らす、糖尿病にならない為にカロリーを考える、

骨粗しょう症にならない為に乳製品を取る、などな

ど、老人福祉施設で栄養士として働いて、日々病気

にならない為の予防食も考え、自分も「健康寿命の

延伸」に出来る事からはじめてゆきたいと思いま

す。

　今では、由利本荘市は、全国でもトップクラスと

いう学力までになり、結婚して、子育てするには、

最適な場所になりました。あと

は、若い人たちが働ける

場所があり、福祉を充

実させ、住み良い場所に

してほしいものです。

市 民 の 声

日本で一番住みたい町

三浦　悦子西目地域

子吉川水系水質汚濁対策連絡協議会主催　平成２６年度「川をきれいにする児童図画」入選作品

18チャレンジデー2015　5月27日（水） 対戦相手　友好都市「香川県丸亀市」

　爽
や
か
な
若
葉
の
季
節
で

す
。　今

年
は
雪
が
少
な
く
過
ご
し

や
す
か
っ
た
分
だ
け
、
水
の
心

配
も
あ
り
ま
す
が
、
春
の
農
作

業
は
順
調
の
よ
う
で
あ
り
ま

す
。　さ

て
、
平
成
の
大
合
併
で
誕

生
し
た
由
利
本
荘
市
は
、
10
年

の
節
目
を
経
て
４
月
か
ら
新
た

な
総
合
計
画
の
下
で
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　３
月
の
定
例
市
議
会
で
議
決

と
な
っ
た
総
合
計
画
は
、「
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
こ

と
が
、
次
の
10
年
の
最
重
要
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　人
口
対
策
、
農
業
、
雇
用
な

ど
課
題
山
積
の
中
で
の
新
計
画

の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
由
利
本

荘
市
一
体
と
な
っ
て
、
課
題
の

解
決
に
当
た
り
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
新

年
度
予
算
と
本
会
議
で
の
質
疑

を
主
体
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　市
政
並
び
に
議
会
の
活
動

に
、
更
な
る
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。   

（
渡
部
専
一
）

まちを見つめ
市民とともに歩む
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　雇
用
対
策
や
移
住
定
住
の
促
進
、
物
産
の
販
路

拡
大
を
重
点
的
に
取
り
組
む
。

「
仕
事
づ
く
り
課
」…
…
…
…
雇
用
創
出
を
実
践

　
　
　●
職
業
紹
介

　
　
　●
移
住
定
住
の
促
進

　
　
　●
人
材
情
報
と
産
業
情
報
の
調
整

　
　
　●
企
業
情
報
の
提
供

　
　
　●
雇
用
対
策
及
び
職
業
訓
練
の
促
進

　
　
　●
空
き
家
情
報
の
提
供

「
ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
」…
販
路
開
拓
を
推
進

　
　
　●
物
産
振
興
対
策

　
　
　●
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
目
の
形
成

　
　
　●
地
域
資
源
活
用

　
　
　●
６
次
産
業
化
促
進
支
援

　
　
　●
農
業
と
観
光
と
他
産
業
と
の
連
携

ま
る
ご
と
営
業
本
部
新
設

「
人
口
減
少
対
策
戦
略
会
議
」及
び

「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」編
成

「
町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き

　　　　　　　　　　　　　アッ
プ
事
業
」

中
学
３
年
生
ま
で
の

　　　　　　　　　　　医
療
費
無
料
化

質　問　項　目

村　上　　　亨
　　　（会派　高志会）

地域再生の目玉は？

ここが聞きたい
一 般 質 問

◆定住自立圏構想の推進は

答

人口減少・少子高齢化対策としての定住自立圏構

想の今後の着眼は。

再来受診受付システム事業の継続、医療サービス

の実現。子育て支援ネットワークづくり、地域コ

ミュニティバス運行継続、交通空白地域の由利、東由利

地域での運行｡由利高原鉄道への取組。町内会自治会げん

きアップ事業による移住定住への取組と地域コミュニ

ティ再生を目指していく。

問

◆地域の拠点づくりの構想は

答

新創造ビジョンの「地域毎のにぎわい拠点の創出」

と小さなコンパクトシティ構想との関係は。

個性あふれる地域の創造を目指し、地域特性と地域

資源を生かした、にぎわい拠点を創出していく。

問

◆子育て支援の一環として

◆今後伸長する産業への取り組みは

答

地元就職者への奨学金の減免制度について。

国が交付金を上乗せしようとする制度であり、今

後県や周辺自治体の動向を注視し、研究したい。

問

答

今後伸長する医療、輸送機械、半導体、自動車、環

境エネルギーなどの企業産業の誘致連携について。
ＴＤＫ増設による経済効果と将来の雇用確保を期待し

ている。また鳥海地域からの工場建設の話もある。

問

答

現条例から独立した空き家条例制定はいつか。

次期定例会への提案を検討している。

問

１．定住自立圏構想形成方針、共生ビジョンについて

２．都市計画マスタープランにおけるコンパクトシ

　　ティ構想について

３．新創造ビジョンについて

４．農業・農村への取り組みについて

５．独立した空き家条例の制定について
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地
酒
に
よ
る

乾
杯
を
推
進
す
る
条
例

人
口
減
対
策
の

　　　　　　　

 

主
な
取
り
組
み

人
口
減
対
策
の

　　　　　　　

 

主
な
取
り
組
み

　3
月
定
例
会
は
２
月
17
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　初
日
に
、
新
年
度
に
向
け
て
、
長
谷
部
市
長
が

施
政
方
針
、
佐
々
田
教
育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　市
提
出
案
件
は
、
93
件
で
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
契
約
締
結
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、
平

成
27
年
度
一
般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
予
算
な

ど
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
、
同
意
、
可
決
し

た
ほ
か
、
継
続
審
査
中
の
２
件
を
含
む
陳
情
６
件

の
う
ち
２
件
を
趣
旨
採
択
、
２
件
を
継
続
審
査
、

２
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
案

の
地
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
と
、
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

「
編
集
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本
と
記
事
の
書

き
方
」
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
さ
き
が
け

印
刷
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　講
師
の
魁
新
報
社
編
集
局
制
作
セ
ン
タ
ー

長
の
佐
藤
誠
吾
さ
ん
よ
り
、「
中
学
生
で
も
理

解
で
き
る
内
容
」「
５
Ｗ
１
Ｈ
（
Ｗ
ｈ
о（
誰

が
）・
Ｗ
ｈ
a
ｔ（
何
を
）・
W
ｈ
e
ｎ（
い
つ
）・

W
ｈ
e
ｒ
e（
ど
こ
で
）・
W
ｈ
ｙ
（
な
ぜ
）・
H

о
ｗ（
ど
の
よ
う
に
）、
最
初
の
段
階
で
内
容
が

分
か
る
よ
う
す
る
の
が
コ
ツ
」「
主
見
出
し
８

字
、
脇
見
出
し
10
字
が
読
み
や
す
い
」
な
ど
、

具
体
的
な
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　本
市
の
議
会
報
も
見
て
い
た
だ
き
、
温
か

い
言
葉
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
の

辛
口
評
価
。
大

変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　こ
の
研
修
を

生
か
し
、
よ
り

親
し
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

議会報編集
特別委員会
行政視察報告

よ
り
親
し
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て

２月５日

２月３日

　国
、
県
、
市
、
県
立
大
、
地
元
関
係
業
者
、

林
活
議
連
県
市
議
団
、
総
勢
80
人
で
林
産
業

の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

　県
立
大
教
授

　林
知
行
氏
の
基
調
講
演
、

次
に
各
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
白
熱
し
た
応

答
が
あ
り
職
域
の
課
題
の
奥
深
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　持
続
可
能
な

林
業
経
営
が
心

配
さ
れ
る
現
在
、

川
上（
生
産
者
）

と
川
下
（
消
費

者
）
の
相
互
理

解
が
薄
く
、
林
家

の
所
得
確
保
が

困
難
で
、
結
果

と
し
て
山
林
が

荒
れ
て
い
る
。

　今
後
の
課
題
と
し
て
、
山
林
や
木
材
と
共

生
す
る
大
切
さ
の
教
育
を
は
じ
め
と
し
た

「
人
づ
く
り
」
が
急
務
な
ど
の
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

森林・林業・
林産業活性化
推進議員連盟

活動報告

林
産
業
の

活
性
化
を
さ
ぐ
る

さきがけ印刷センターで説明を受ける

パネルディスカッションで議論白熱

行

政

視

察

・

議

連

報

告

り
ん 

か

　本
市
は
、
鳥
海
山
を
は
じ
め
と
す
る
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
に
よ
っ
て
、
米
づ
く
り
と
と

も
に
酒
造
り
産
業
が
発
達
し
て
き
て
お
り
、

酒
は
人
々
の
暮
ら
し
や
食
文
化
に
深
く
根
差

し
て
い
る
。

　酒
類
に
関
連
し
た
産
業
振
興
や
事
業
活
動

は
、
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
担

う
も
の
と
し
て
、
そ
の
育
成
と
強
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　こ
こ
に
、
地
酒
の
普
及
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
、
酒
類
製
造

業
及
び
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
。

◆
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情
（
陳
情
第
２
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員

　
中
村

　
秀
也

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長

　
星
野

　
博
之

◆
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た

め
の
年
金
積
立
金
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
継
続
審
査
中
の
平
成
26
年

陳
情
第
15
号
）

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

秋
田
県
連
合
会

会
長

　
東
海
林

　
悟

連
合
秋
田
本
荘
地
域
協
議
会

議
長

　
栁
田

　
　
保

趣

旨

採

択

◆
労
働
時
間
法
制
の
規
制
強
化

と
安
定
雇
用
の
確
立
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

陳
情
（
陳
情
第
３
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員

　
中
村

　
秀
也

継

続

審

査

◆
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
し
た
閣
議
決
定
に
反
対

し
、
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
１
号
）

秋
田
弁
護
士
会

会
長

　
加
藤

　
　
謙

◆
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に

反
対
し
、
介
護
事
業
所
の

経
営
安
定
と
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
目
指
す
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳

情
（
陳
情
第
４
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
表
委
員

　
中
村

　
秀
也

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長

　
星
野

　
博
之

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合

秋
田
地
方
本
部

執
行
委
員
長

　
佐
々
木
和
美

不

採

択

○：賛成　×：反対

伊
藤

　
順
男

佐
藤

　
賢
一

高
橋

　
信
雄

渡
部

　
聖
一

湊

　
　
貴
信

土
田
与
七
郎

村
上

　
　
亨

髙
橋

　
和
子

長
沼

　
久
利

梶
原

　
良
平

大
関

　
嘉
一

佐
藤

　
譲
司

渡
部

　
専
一

高
野

　
吉
孝

渡
部

　
　
功

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　
勇

吉
田

　
朋
子

井
島
市
太
郎

佐
藤

　
　
徹

三
浦

　
　
晃

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議

決
結
果

市民クラブ

不採択

不採択

創　　風高　　志　　会
会派・
議員名

議案

陳情第１号

陳情第４号

伊
藤

　
岩
夫

今
野

　
英
元

佐
々
木
隆
一

三
浦

　
秀
雄

無
所
属

鈴
木

　
和
夫

賛

　成

反

　対

議案の表決結果一覧表

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

※鈴木議長は、表決に加わりません。

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。ほかは全て全会一致で可決されました。

※社民党：社会民主党　　　共産党：日本共産党

質　問　項　目

長　沼　久　利
　　　（会派　高志会）

◆内容あるコミュニティ・スクールにするために

高　野　吉　孝
　　　　　（会派　創風）

１．地方創生から

２．行政改革大綱から

３．雪対策総合計画について

４．産業振興について

５．観光振興について

次期総合計画「新創造ビジョン」
の最重要課題達成の具体策を！

答

ここが聞きたい
一 般 質 問

質　問　項　目

１．次期総合計画「新創造ビジョン」について

２．本荘区域の都市計画道路の見直しについて

３．公文書館の整備について

４．新山公園の整備計画促進について

地域力向上目指し

学校教員の負担を緩和するための事務の効率化等

の計画は。

ふるさと教育で培った地域と学校の絆を深め学校と地域が双方

向にそれぞれができる役割を分担をしあいながら、学校づくり、

地域づくりを進める。事務の効率化については計画的に実施する。

問

答

学校運営協議会の法律上の権限行使は。

校長が作成する基本的な方針の承認を行うとともに、

学校の運営に関する事項、教育委員会または校長に

対し意見を述べることもできる。さらに教職員の採用その

他の任用に関する事項について、任命権者に対し意見を述

べるかとができる。権限の行使については、協議会の協議

や熟議の中で十分斟酌し全体合意の中で実施される。

問

答

活動資金の調達・運用は。

情報提供や事業実施に係る経費など必要になるた

め、平成２７年度は１校当たり約１２万円を計上した。

さらに、他の事業の補助金も活用しながら実施していく。

なお、協議会委員の報酬は国の動向をみて定める。

問

◆観光を産業としての意気込みは

答

新たな観光振興計画の留意点は。

旅行形態は個々の価値観やニーズを捉え、観光拠点

整備、観光スポット二次アクセスの向上、体験メ

ニューの創出による交流人口の拡大に努める。また、これま

での台湾、韓国、さらにタイ王国をターゲット国と位置づけ、

今後期待される「鳥海山・飛島ジオパーク」や鳥海ダム建設

を期にインフラツーリズムも視野に入れて計画していく。

問

◆地域の「足」の確保は

答

次期公共交通総合連携計画策定に向けての考えは。

時期計画は現計画を引き継ぎながらも「交通空白

域への対応」などを解決するため、「交通空白地域

の解消と持続可能な公共交通体系」の構築とした。

問

答

空白域の対応は進んでいるか。

要望のある由利・東由利地域など４地域の約２３６０

世帯の意識調査を実施し、「地域公共交通活性化再

生協議会」において委員から意見を伺い、運行形態や経

路など持続可能な対策を講じていく。

問

◆人口減少を少しでも緩やかにするための方策は

答

少子化対策、若者の市内への就業支援、定住促

進などに予算を多くつぎ込むべきでは。

中学３年生までの医療費の全額助成や子育て支援金の支給、

一時保育などを実施予定である。また、「仕事づくり課」で、

無料職業紹介事業や首都圏在住者と地域企業のマッチングを実施する。

問

◆本荘区域の都市計画道路見直しの考えについて

答

見直す場合の方針とタイムスケジュールは。

平成２７年度から３カ年で、都市交通体系調査など

を実施し、都市計画道路の見直しを検討する。

問

◆公文書館の整備について

答
公文書などの活用と保存について、東由利総合支所と岩城

総合支所の旧議場などの活用を検討する。また、専門的な

知識を有する職員については、その体制のあり方などを検討する。

市の公文書館をつくる考えは。問

◆新山公園の整備計画促進について

答
地域の皆様の憩いの場としてのみならず、観光資源

として活用できるように、散策路の整備に努める。

新山公園「三十三観世音菩薩」の散策路整備を観

光資源として整備すべきと考えるが。
問

答
「あずまや」は２カ所を更新予定で、ガードレール

も、年次計画により修繕していく。

「あずまや」の新設と新山公園２号線のガード

レールの修繕をすべきと思うが。
問

答 都市計画道路の見直しの中で検証、検討する。

石脇通線および市道田尻石脇線の整備について。問

６．商工振興について

７．市民福祉について

８．教育について

９．火山の監視体制について

１０．文化伝統について
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人事案件に同意人事案件に同意

● 人権擁護委員

再  任  佐藤眞理子（矢島町立石）

新  任  熊坂　文子（上大野）

さ とう ま り こ

くまさか　 あやこ

３
月
定
例
会
で
審
議
し
た
陳
情
の
結
果
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。



総合防災公園造成・アリーナ建設事業 ９億９３００万円

公共施設整備事業

矢島総合支所改築事業

４億６７９３万円

由利総合支所改築事業

９５２０万円

大内総合支所改築事業

６６７万円

本荘消防署岩城分署建設事業 １億５２７５万円
本荘消防署東由利分署建設事業 １億５２７５万円
本荘消防署西目分署建設事業 ５５０万円

老朽化に伴い、今年度建て替えが
予定されている、本荘消防署岩城分署

北海道

由利本荘市

大阪
香川

熊本

福岡

奈井江町／学力向上対策について
全議員・１３名（10／9）

利府町／６次産業化の取り組みに
ついて（あきたニューバイオファーム）
産業建設常任委員会・７名（7／31）

箕面市／教育委員会の組織、
学校経営の取り組みについて
文教常任委員会・８名（11／13）

箕面市／学力向上の取り組みについて
会派 自民党市民クラブ・７名
（8／19）

糸島市／予算・決算の審査方法
について
議会運営委員会・９名（7／3）

山鹿市／教育改革と学力向上、
スポーツ立市について
議員グループ・６名（10／1）

丸亀市／カダーレの建設コンセ
プト及び運営上の課題について
議員グループ・３名（2／14）

愛媛県／フットパスによる地域
活性化、定住自立圏構想について
総務企画国体委員会・９名（10／22）
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由利本荘市のココが
注目されています
̶ 平成26年度  行政視察受入状況 ̶

全国から多くの議会視察を

受け入れました！

宮城

愛媛

除雪ステーション
建設事業

２億７８９０万円

本荘地域の除雪
の拠点・

除雪ステーショ
ン建設予定地（

川口地内）

国療跡地　由利本荘総合防災公園完成イメージ

老朽化に伴い改築が予定されている各総合支所

平成27年度
一般会計予算総額
平成27年度
一般会計予算総額
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４月１日付の人事異動に伴い、次のメンバーで
新体制がスタートしました。よろしくお願いします。

事務局長　鈴　木　順　孝

参事兼次長兼庶務班長　鎌　田　直　人

次長兼議事調査班長　佐々木　紀　孝

主査　小　松　和　美

主査　渡　邊　美　和

主査　髙　橋　清　樹

主査　佐々木　健　児

議会事務局議会事務局議会事務局

「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
軽
減
特
例
の

廃
止
で
３
〜
10
倍
に

国
で
は
平
成
30
年
を
目

途
に
軽
減
措
置
を
廃
止

し
、
保
険
料
を
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
れ

ば
保
険
料
が
３
〜
10
倍
に
は
ね

上
が
る
高
齢
者
も
い
る
。

　本
市
の
軽
減
措
置
の
対
象
者

は
何
人
か
。
お
お
よ
そ
の
額
は

い
く
ら
か
。
滞
納
者
は
何
人
か
。

収
納
状
況
は
。

日本共産党

代
表

　佐
々
木
隆
一

問

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の

採
取
の
方
法
と
水
質

調
査
に
つ
い
て
伺
う
。

問
平

成

24

年

10

月

に

シ
ェ
ー
ル
層
の
す
き

ま
を
ふ
さ
い
で
い
る
物
質
を

溶
か
し
、
オ
イ
ル
を
取
り
出

す
酸
処
理
が
行
わ
れ
た
が
、

酸
の
種
類
は
塩
酸
、
フ
ッ
酸

の
２
種
類
で
あ
る
。
酸
の
使

用
は
産
出
試
験
の
一
度
だ
け

で
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
違

反
す
る
も
の
で
な
く
、
水
質

検
査
の
義
務
も
な
い
。
鉱
山

保
安
法
な
ど
の
法
令
も
遵
守

し
て
い
る
。

※
フ
ッ
酸
（
フ
ッ
化
水
素
）

フ
ッ
化
水
素
の
水
溶
液
で
あ
る
。

俗
に
フ
ッ
酸
と
呼
ば
れ
、
工
業
的
に

重
要
で
あ
る
が
、
触
れ
る
と
激
し
く

体
を
腐
食
す
る
危
険
な
毒
物
。

答

自
治
体
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
委
託
業

務
な
ど
に
賃
金
の
下
限
額
を

定
め
た
公
契
約
条
例
制
定
を
。

問
市
が
独
自
に
定
め
る

最
低
賃
金
を
規
定
す

る
条
例
の
制
定
は
、
最
低
賃

金
に
よ
る
地
域
別
最
低
賃
金

の
趣
旨
に
反
す
る
と
の
意
見

が
あ
る
こ
と
や
、
労
働
基
準

法
、
労
働
契
約
法
な
ど
、
現

行
法
と
の
整
合
性
が
必
要
で

あ
り
、
現
状
に
お
い
て
は
国

に
お
け
る
法
体
系
の
整
備
が

先
決
で
あ
る
。

答
地
域
に
よ
り
深
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
根

の
張
る
図
書
館
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
図
書
館
づ

く
り
の
最
終
ゴ
ー
ル
は
「
地

域
づ
く
り
」
で
あ
る
。
中
央

問

図
書
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
状
況
は
、

平
成
26
年
度
で
全
国
市
町
村

立
図
書
館
の
約
13
㌫
、
約
４

０
０
館
に
な
る
。
図
書
館
は
、

そ
の
公
共
性
の
高
さ
か
ら
直

営
が
ふ
さ
わ
し
く
、
現
段
階

で
は
自
ら
運
営
し
て
い
く
。

答

１
月
末
現
在
、
本
市

の
軽
減
措
置
の
対
象

者
は
７
６
７
０
人
、
約
２
億

６
８
０
０
万
円
、
滞
納
者
は

１
５
０
人
、
滞
納
額
は
２
３

６
万
円
、
短
期
保
険
証
の
発

行
は
10
人
、
収
納
状
況
は
特

別
徴
収
１
０
０
㌫
、
普
通
徴

収
85
．
４
㌫
で
あ
る
。

　軽
減
特
例
が
廃
止
さ
れ
る

答

「
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
」に
公
契
約
条
例
を

社会民主党 

代
表

　今
野

　英
元

本
市
の
昨
年
10
月
ま
で

の
特
殊
詐
欺
被
害
認
知

状
況
は
「
オ
レ
オ
レ
」「
架
空

請
求
」「
金
融
商
品
」
な
ど
９

件
、
４
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
的
に
も
５
５
０
億

円
と
増
え
て
い
る
。

　被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、
固
定
電
話
の
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
か
け

て
き
た
相
手
の
電
話
番
号
が

わ
か
る
）
、
ナ
ン
バ
ー
リ
ク
エ

ス
ト
（
番
号
非
通
知
の
電
話

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
で
き

る
）
の
活
用
は
。

問
特
殊
詐
欺
に
対
し
て

警
察
や
防
犯
協
会
な

ど
と
協
力
し
注
意
喚
起
を
し

て
き
た
。
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、
ナ
ン
バ
ー
リ
ク
エ

ス
ト
な
ど
も
被
害
防
止
の
有

効
な
対
策
の
一
つ
と
し
て
紹

介
し
な
が
ら
、
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
講
じ
て
い
く
。

答

図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

と
均
等
割
９
割
軽
減
の
方
は

３
９
０
０
円
が
１
９
０
０
円

に
、
被
扶
養
者
軽
減
な
し
の

方
は
３
９
０
０
円
が
３
万
９

７
０
０
円
と
な
り
、
被
保
険

者
へ
の
影
響
は
少
な
く
な
い

と
考
え
て
い
る
。

「鳥海山北麓の
獅子舞番楽」
記録作成
２２２万円
民俗芸能伝習拠点
施設用地造成工事、
実施設計等委託
５４２２万円

園芸メガ団地
（鳥海地域平根地区）
整備への支援

４０６６万円

羽後本荘駅東西自由通
路基本設計業務委託

４４００万円

鳥海山・飛島
ジオパーク推進
協議会経費
１１２２万円

台湾・韓国・タイ王国、
首都圏・仙台圏からの

観光誘客の促進
６９７万円

観光振興事業福祉医療拡大事業

農業振興事業

文化財保存伝習事業

鳥海山麓二次交通

アクセス確立のための

マイクロバス３台購入

（あきた未来づくりプロジェク
ト）

２５２０万円

八塩いこいの森パーク

ゴルフ場１８ホール

増設事業

１億４７６万円

地域の園芸振興を
リードする大規模
な園芸団地を整備し、野菜や花きの生産額を飛躍的に向上さ
せるため、園芸に取り組む経営体を育成する。
　実施主体（農）平根ファーム（鳥海）　総事業費５８５６万円
　事業内容　りんどう・アスパラガスの調整作業舎など

親の所得に関係

なく０歳～中学生

までの医療費を

自己負担なしで

無料化する。

４０９万円

　ピロリ菌感染に関連する胃の病気として、胃がん、胃潰瘍、慢性胃炎などがある。　１０年間で胃がんが発生した人の割合は、ピロリ菌に感染していない人は０㌫で、感染している人は２．９㌫という報告がある。

ピロリ菌

中学２・３年生ピロリ菌
抗体検査・除菌助成

会派代表質問

議会委員会条例の一部改正により、４月１日から
常任委員会の所管事項が次のようになりました。

【総 務 常 任 委 員 会】 総務部、企画調整部、出納室、

 議会事務局、監査委員事務局、

 選挙管理委員会事務局、消防本部

【教育民生常任委員会】 市民生活部、健康福祉部、

 教育委員会事務局

【産業経済常任委員会】 農林水産部、商工観光部、

 由利本荘まるごと営業本部、

 農業委員会事務局

【建 設 常 任 委 員 会】 建設部、ガス水道局

羽後本荘駅周辺整備事業

中学生までの医療費全額助成

７億９１０４万円
本市、にかほ市、
山形県酒田市、遊
佐町で構成、平成
２８年度内の認定登
録を目指す

駅の東側と西側を結ぶ
連絡通路の設置



正解は…①４つです。総務・教育民生・産業経済・建設の４つの委員会があります。

　　　　　議員はいずれかの委員会に所属して、担当する事項の議案などの審査をしています。

問題　議案を専門的に詳しく審査するのはどこでしょう。

　　　①　委員会　　②　調査会　　③　討論会

総務
常任委員会

委員会審査報告

Ｑ．「新創造ビジョン」とは。

Ａ．市民と共に今後１０年に向けたまちづくりの基本理念と中長

期的な展望に立った重点戦略と基本政策を定め、全市的な取り

組みをしていくことである。

　その最重要課題として

❶ 人口減少に歯止めをかけることを目的に、平成３６年の将来人口目標を７万２千人以上とし、国

内外から人と財を集めるよう地域価値「由利本荘ブランド」を創造する。

❷ 出生率の向上と市外への転出の抑制を図るため、子供を産み育てやすい環境を創造し、健康で

長寿・生きがいあふれる元気な少子高齢化社会を実現する。

❸  地域活力の維持・向上を進めるため、若者が定着する産業集積と雇用創出を図っていく。

❹ 市民主役の地域づくりと全ての市民が活躍できる社会の実現を目指し、市民力、行政力、財政

力の三位一体の市政運営を推進する。

Ｑ
．
地
方
創
生
先
行
型
事
業
、
地
域
消
費
喚

起
、
生
活
支
援
策
の
内
容
は
。

Ａ
．
国
は
、
50
年
後
に
１
億
人
の
人
口
を
維

持
す
る
中
長
期
的
展
望
を
提
示
し
、
平
成
27

年
度
か
ら
５
カ
年
の
政
策
目
標
を
策
定
し

た
。

　
そ
し
て
、
地
方
へ
の
多
様
な
支
援
と
「
切

れ
目
」
の
な
い
政
策
の
展
開
と
し
て
、
地
方

自
治
体
へ
総
額
４
２
０
０
億
円
の
交
付
金
を

盛
り
込
ん
だ
国
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
が

成
立
し
た
。

　
そ
の
中
の
緊
急
的
取
り
組
み
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
関
連
」
の
経
済
対
策
と
し

て
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
と
し
て
、
地
方
創
生
先
行
型
事
業
、

地
域
消
費
喚
起
、
生
活
支
援
策
が
創
設
さ
れ

た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
は
、
地
方
創
生
先

行
型
事
業
と
し
て
、
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

事
業
、
福
祉
医
療
費
拡
大
事
業
、
地
域
木
材

利
活
用
振
興
事
業
、
ま
る
ご
と
売
り
込
み
事

業
な
ど
に
１
億
１
９
２
３
万
円
。
地
域
消
費

喚
起
、
生
活
支
援
策
と
し
て
消
費
喚
起
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
、
訪
日
観
光
旅
行

券
・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
旅
行
券
発
行
事

業
な
ど
に
２
億
２
２
７
万
８
千
円
を
補
正
予

算
に
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
方
の
創
生

地
方
の
創
生

独自のブランド創造独自のブランド創造

613

福
祉
支
援
施
策
に

つ
い
て生

活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
実

情
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
い

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
本
事

業
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

公　明　党

代
表

　伊
藤

　
岩
夫

問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

①
導
入
の
理
念
は
。
②
加
入

率
の
低
い
地
域
の
要
因
は
。

③
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
協
議

会
の
答
申
内
容
は
。
④
加
入

金
の
無
料
化
に
つ
い
て
。
⑤

加
入
率
向
上
に
つ
い
て
。
⑥

加
入
促
進
策
を
次
期
総
合
計

画
に
載
せ
る
べ
き
。

介
護
保
険
制
度
改
正

内
容
と
、
介
護
報
酬

引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は
。

問

 

①
テ
レ
ビ
難
視
聴
地

域
、
情
報
、
通
信
格
差

解
消
を
図
り
高
度
情
報
化
社
会

形
成
が
目
的
で
あ
る
。
②
中
心

市
街
地
は
テ
レ
ビ
受
信
が
好
環

境
の
点
も
あ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト

の
周
知
・
浸
透
が
不
十
分
。
③

業
務
運
営
計
画
は
妥
当
と
の
答

申
を
得
た
が
、
加
入
率
向
上
を

図
る
よ
う
意
見
を
付
さ
れ
た
。

④
加
入
金
の
完
全
無
料
化
は
公

平
性
か
ら
も
困
難
。
⑤
外
部
委

託
の
撮
影
業
務
を
増
や
す
な
ど

番
組
の
充
実
を
図
る
。
⑥
行
政

事
務
執
行
上
の
課
題
で
あ
り
、

運
営
上
の
視
点
で
具
体
的
計
画

を
策
定
し
加
入
促
進
を
図
る
。

答

当
事
業
の
対
象
者
は
、

生
計
面
だ
け
で
な
く

健
康
面
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
方

も
多
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
待
ち
の
姿
勢
で
は
な

く
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
、

隠
れ
た
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
に
努
め
て
い
く
。

　対
象
者
の
把
握
に
つ
い
て

は
、「
民
生
委
員
」「
職
業
安
定

所
」「
介
護
や
障
害
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
」
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方

答

ど
う
な
る
介
護
保
険市民クラブ

会
長

　佐
藤

　
　
勇

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
（
全
国

一
律
の
予
防
給
付
の
一
部
を

市
町
村
の
地
域
支
援
事
業
へ

の
移
行
措
置
、
特
養
新
規
入

所
者
を
要
介
護
３
以
上
に
な

ど
）
と
、
費
用
負
担
の
公
平

化
（
所
得
に
応
じ
た
２
割
負

担
）
が
主
な
改
正
点
で
あ
る
。

　介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
の

影
響
と
し
て
、
経
営
す
る
事

業
者
に
と
っ
て
は
収
入
が
減

と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

に
と
っ
て
は
利
用
料
金
が
減

と
な
る
ほ
か
、
介
護
保
険
料

が
抑
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　事
業
者
に
お
い
て
は
、
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図

答

障
が
い
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

地
域
生
活
支
援
事
業
の
本
市

の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
管
理
者
・
指
導
員
な
ど

の
人
材
育
成
が
一
番
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
委
託
事
業

所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
人

材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

支
援
し
て
い
く
。

　ま
た
、
障
が
い
者
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
施
事

業
の
精
査
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
の
制
度
改
正
の
動
向

に
速
や
か
に
対
応
し
、
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

答

り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

よ
り
効
率
的
な
経
営
が
求
め

ら
れ
る
。

の
把
握
に
努
め
、
情
報
提
供

の
協
力
を
得
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
救
済

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

の
方
々
に
対
し
、
関
係
機
関

と
協
働
し
て
包
括
的
な
自
立

支
援
を
講
じ
て
い
く
。

第
３
次

　行
政
改
革

第
３
次

　行
政
改
革

Ｑ
．
第
３
次
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の
主

な
内
容
は
。

Ａ
．
「
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
」
、
「
行
政
運
営

の
効
率
化
」
「
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
・
強

化
」
の
３
点
を
重
要
項
目
と
し
、
実
施
期
間

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
。

　
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
市
行
政
改
革
推
進

本
部
」
で
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い

き
、
実
施
計
画
の
内
容
・
進
捗
状
況
は
、
広
報

誌
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
市
民
に

公
表
し
て
い
く
。

  

主
な
内
容
と
し
て
「
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
」

で
は
、
市
民
と
の
協
働
・
連
携
の
推
進
、
行
政

情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
の
推
進
な
ど
。

　
「
行
政
運
営
の
効
率
化
」
で
は
、
市
総
合
計

画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
践
型
計
画
に
よ

る
進
行
管
理
の
強
化
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
地
域
防
災
力
強

化
と
し
て
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
強
化

な
ど
。　

「
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
・
強
化
」
で

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
の
健
全
化
、
新
地
方

会
計
制
度
の
導

入
、
経
常
経
費

の
縮
減
な
ど
で

あ
る
。

会派代表質問

13
日
＊
平
成
27
年
度
予
算
説
明
会

14
日
＊
香
川
県
丸
亀
市
議
会
行
政
視
察

　
　
　
〜
カ
ダ
ー
レ
の
建
設
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　
と
運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
〜

17
日
＊
本
会
議
（
開
会
）

　
　
＊
会
派
代
表
者
会
議

　
　
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
協
議
会

▼
３
月
▲

3
日
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
協
議
会

4
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
本
会
議
（
会
派
代
表
質
問
）

5
日
＊
本
会
議（
会
派
代
表
質
問
・一
般
質
問
）

6
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
〜
11
日
＊
常
任
委
員
会

10
日
＊
会
派
代
表
者
会
議

12
日
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会

　
　
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
協
議
会

18
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
本
会
議
（
閉
会
）

　
　
＊
議
会
全
員
協
議
会

20
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

23
日
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
協
議
会

26
日
＊
議
会
全
員
協
議
会

26
〜
27
日
＊
会
派 

市
民
ク
ラ
ブ 

行
政
視
察

　
　
　
（
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
、
東

　
　
　
京
都
港
区
）

教育民生

常任委員会

特養２施設、由愛会へ

正解は…①委員会です。議案の内容によって、専門の委員会に付託（まかされること）

　　　　　され、詳しく審査します。

問題　由利本荘市議会には、常任委員会はいくつあるでしょう。

　　　① ４つ　　②　５つ　　③　６つ

Ｑ．「東光苑」「鳥寿苑」の指定管理者について。

Ａ．２つの特養老人ホームについて現場説明会には複数の

法人が出席したが、応募したのは社会福祉法人由愛会だけ

だった。臨時職員の正社員採用など市が示した応募条件は

満たしており、３月２日の選定委員会において選定された。

Ｑ．小中学生による標語・作文コンクールについて。

Ａ．市誕生１０周年記念事業でテーマは「私たちが望む未来

の由利本荘市」。「標語の部」は小学校３・４年生。「作

文の部」は小学校５・６年生と、中学校１・２年生で、出

品総数は３４２８点に

なった。

　なお、「標語の

部」の最優秀賞は

小友小学校３年生

鈴 木 亜 未 さ ん の

「山、川、海は由利

本荘の宝物　ずっ

とずっと宝物!!」

Ｑ
．
浜
三
川
、
大
浦
地
区
の
風
力

発
電
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ
．
株
式
会
社
由
利
本
荘
ウ
ィ
ン

ド
パ
ワ
ー
が
行
う
事
業
で
浜
三
川

２
基
、
大
浦
１
基
の
計
３
基
を
設

置
す
る
。

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
建
設
工
事

を
行
い
、
同
年
11
月
の
本
格
稼
働

を
目
指
す
も
の
で
、

年
間
発
電
量
は

一
般
家
庭
約

４
２
０
０
世
帯

分
の
年
間
消
費

電
力
量
と
な
る
。

Ｑ．本荘清掃センターごみ処理施設について。

Ａ．これまで本市では本荘清掃センターと矢島鳥海清掃センター

の２施設で、ごみ焼却処理を行ってきたが、老朽化が目立つ本荘

清掃センターの基幹的設備改良が完成したことから、焼却処理を

同センターに統合する。

　本荘清掃センターの設備改良事業費は約２２億３４００万円余りで、

焼却能力は１日９７㌧から１３０㌧に強化された。

Ｑ
．
医
療
機
器
の
公
的
助
成
に
つ
い
て
。

Ａ
．
由
利
組
合
総
合
病
院
の
血
管
連
続

撮
影
装
置
の
更
新
に
係
る
助
成
で
、
購

入
費
（
見
込
み
）
２
億
円
の
２
分
の

１
、
１
億
円
を
上
限
に
本
市
７
割
、
に

か
ほ
市
３
割
補
助
す
る
も
の
。
年
額
１

４
０
０
万
円
、
５
年
間
で
７
千
万
円
と

な
る
。

基幹的設備改良を終えた本荘清掃センター

老朽化した現在の血管連続撮影装置
作文を発表する内海結さん（西目小６年）

ごみ焼却

本荘清掃センターに
統合

ごみ焼却

本荘清掃センターに
統合

風
力
発
電
３
基
設
置

風
力
発
電
３
基
設
置

標語・作文コンクールに
出品総数３４２８点
標語・作文コンクールに
出品総数３４２８点

市誕生
１０周年
市誕生
１０周年

127

議

会

の

動

き

▼
１
月
▲

7
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

16
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

19
〜
21
日
＊
会
派 

創
風 

行
政
視
察

　
　
　
（
広
島
県
安
芸
高
田
市
、
愛
媛

　
　
　
県
宇
和
島
市
、
愛
媛
県
西
予
市
）

22
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

　
　
＊
会
派
代
表
者
会
議

27
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
議
会
全
員
協
議
会

　
　
＊
会
派
代
表
者
会
議

　
　
＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
協
議
会

29
日
＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

30
日
＊
教
育
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

▼
２
月
▲

2
日
＊
会
派
代
表
者
会
議

4
日
＊
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会（
秋
田
市
）

5
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
行
政
視
察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（
秋
田
市
）

10
日
＊
平
成
27
年
度
予
算
会
派
内
示

　
　
＊
会
派
代
表
者
会
議

　
　
＊
平
成
27
年
度
農
業
施
策
に
関
す
る

　
　
　
要
望
書
受
理

12
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　
＊
会
派
代
表
者
・
各
委
員
長
合
同
会
議

東
京
都
三
鷹
市
で
は

団
塊
世
代
が
75
歳
に

な
る
10
年
後
を
見
据
え
、
財

政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
結
果
、
納
税
額
は
20
〜
34

歳
の
現
役
世
代
よ
り
も
60
歳

以
上
の
層
が
高
く
、
ピ
ー
ク

は
50
〜
54
歳
の
層
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　本
市
の
人
口
減
少
は
年
千

人
強
と
更
な
る
少
子
高
齢
化

の
進
展
が
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
36
年
度
、
目

標
人
口
７
万
２
千
人
以
上
の

根
拠
に
応
じ
た
財
政
の
影
響

分
析
を
す
べ
き
。

本
市
の
人
口
構
成
の

変
化
に
応
じ
た
財
政

へ
の
影
響
分
析
を
し
て
み
る

と
、
平
成
28
年
度
は
７
億
円

の
減
少
見
込
み
、
個
人
市
民

税
は
人
口
減
が
税
額
に
も
影

財
政
の
影
響
分
析
を

す
べ
き

地
方
創
生
推
進
の

戦
略
は

高　志　会

会
長

　伊
藤

　順
男

問

地
域
ご
と
の
課
題
に

沿
っ
て
、
地
方
公
共
団

体
が
ま
と
め
る
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

は
、
県
や
市
町
村
の
創
意
工

夫
が
問
わ
れ
る
も
の
と
言
わ

れ
て
い
る
。
本
市
の
戦
略
は
。

創　　風

幹
事
長

　渡
部

　専
一

問

合
併
10
年
の
検
証
経

過
と
新
創
造
ビ
ジ
ョ

ン
へ
の
反
映
状
況
に
つ
い
て

は
「
こ
れ
ま
で
の
10
年
の
歩

み
を
検
証
、
こ
れ
か
ら
の
10

年
の
計
画
に
生
か
す
」
こ
と

が
合
併
を
選
択
し
た
市
民
へ

の
責
務
と
考
え
る
。

問

答

「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」

策
定
作
業
で
は
合
併
前

と
合
併
後
の
市
民
意
識
の
変

化
を
把
握
分
析
し
成
果
評
価

を
行
い
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
、

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
検
討

委
員
会
」
な
ど
の
意
見
を
踏

ま
え
「
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
」
を
最
重
要

課
題
と
し
て
実
践
型
の
計
画

を
目
指
し
て
い
る
。

答

雇
用
創
出
を
は
じ
め
、

移
住
・
定
住
政
策
、
地

域
金
融
機
関
も
入
れ
た
産
学

官
金
連
携
の
実
践
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
を
本

市
の
総
合
戦
略
の
重
要
な
柱

と
し
て
、
地
方
創
生
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

答
総
合
計
画
に
関
し
、

次
の
世
代
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

問

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
で

取
り
組
む
施
策
事
業

で
は
、
具
体
的
な
数
値
目
標

を
設
定
し
、「
計
画
・
実
施
・

評
価
・
改
善
」
と
い
う
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
取
り

入
れ
、
財
政
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
む
。

答
総
合
計
画
に
関
し
、

高
速
交
通
体
系
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
。

問
日
沿
道
の
全
線
開
通

を
見
据
え
、
市
内
に

４
つ
の
イ
ン
タ
ー
を
有
す
る

優
位
性
を
生
か
し
、
広
域
的

な
観
光
振
興
や
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
産
業
の
産
業
集
積

に
加
え
、
航
空
機
関
連
産
業

な
ど
、
新
た
な
企
業
立
地
に

も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

答

響
し
都
会
の
よ
う
に
厚
生
年

金
を
受
給
し
て
い
る
高
齢
者

の
納
税
義
務
増
加
も
見
込
め

な
い
こ
と
や
固
定
資
産
税
に

お
い
て
は
空
き
家
の
増
加
で

収
納
率
の
低
下
を
予
測
。

　そ
こ
で
、
経
常
経
費
な
ど

に
つ
い
て
は
10
年
先
を
見
据

え
た
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
よ
る
維
持
費
の

削
減
、
補
助
金
な
ど
の
定
期

的
検
証
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
、
組
織
機
構
の
再
編
を
含

め
経
費
削
減
に
努
め
る
。

会派代表質問

１
億
円

１
億
円

血
管
連
続
撮
影
装
置
更
新
に
補
助

由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市

　　　　　合
計
で

血
管
連
続
撮
影
装
置
更
新
に
補
助

由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市

　　　　　合
計
で 農

業
振
興
に
関
し
、

再
生
産
の
た
め
の
支

援
策
は
。

問
再
生
産
の
仕
組
み
作

り

に

つ

い

て

は

、

「
新
た
な
収
入
保
険
制
度
の

創
設
」
な
ど
の
対
応
策
を
講

じ
る
よ
う
、
国
に
対
し
強
く

要
望
し
て
い
く
。

答


